


2024年10月23日、第28回定時総会が芝浦工業大学 豊洲キャンパス2401教室（江東区豊洲）で開催され、会
場参加者42名、オンライン参加者12名、合計54名の参加にて行われた。

第一号議案「第 28 期の事業報告及び会計報告」では、事業報告として委員会開催数 56 回及び行事開催数
11 件が、会計報告として一般会計、事業会計及び総合会計が報告され承認された。 第二号議案「役員改選」では、
第 29 期の新理事として佐藤一也氏（（株）ニシヤマ）が、新幹事として福島達生氏（（株）ニシヤマ）及び小野
賢氏（野村マイクロ・サイエンス（株））が、新監査役として三谷敏幸氏（リファインホールディングス（株））
及び西本邦彦氏（（株）トーケミ）がそれぞれ承認された。第三号議案「第 29 期の事業計画と予算案」では、
まず代表幹事から幹事会の第 28 期の結果報告と第 29 期の運営方針及び目標が発表され、続いて各委員長か
らも第 29 期の計画、目標、メンバー構成等が発表され、予算案と併せて承認された。

表彰では団体表彰に大洋産業（株）、内外化学製品（株）、フタムラ化学（株）、マイクロピュア（株）の 4 社が、
個人表彰に小野賢氏（野村マイクロ・サイエンス（株））、小坂慎一氏（NGK フィルテック（株））、斎藤晃氏（斎
藤遠心機工業（株））、馬場裕史氏（（株）トーケミ）、下野達観氏（（一財）造水促進センター）の 5 氏が表彰された。

〈LFPI 事務局長　諏訪 秀行〉

第28回定時総会と表彰式

↑受賞された皆様（左から大洋産業（株）、内外化学製品（株）、下野氏、小坂氏、馬場氏、斎藤氏）と長岡会長

←�各委員長による第29期事業計画発表
の模様
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日　　時：	2024 年 10 月 23 日（水）　14：30 ～ 18：00
場　　所：	芝浦工業大学　豊洲キャンパス　2401 教室

（1）基調講演「上下水道行政の最近の動向」
講師：国土交通省大臣官房参事官（上下水道技術）　 石井 宏幸 様

上下水道は、江戸時代から現在に至るまで、人々の生活と社会インフラを支える大
切な役割を果たしてきました。水道行政においては、令和 4 年に管轄省庁の移管が
発表され、令和 6 年に厚生労働省から国土交通省と環境省へ移管されました。今回は、
最新の上下水道行政動向の講演を頂きました。

現在の上下水道の課題は、老朽化に伴う施設の更新や耐震化であるが、予算上の問
題もあり対応が進まず、特に災害発生時に問題となっているとの事です。例として、
能登半島地震発生時に多くの送水管が破損したことを挙げられていました。その際
は、利用者への影響を最小限に抑えるために、地上に仮の送水管を設置し応急対応を
行ったが、この仮復旧でも数カ月を要したそうです。こうした背景から、災害に強い上下水道を目指し、官民
連携によるコンセッションの導入、DX 化（デジタルトランスフォーメーション）、広域連携の構築を推進し
ているとの事です。他には、環境問題として取り上げられている PFAS（有機フッ素化合物）が注目されてい
るとの話があり、環境省主導のもと、毒性の強い PFOS や PFOA の調査と基準検討が進められているとのこ
とでした。

今後も、未来に向けた新たな技術と制度が導入され、安全で持続可能な水環境の提供に向けた取り組みが続
けられ、人々の暮らしを支えていくことを期待して下さいとの事でした。

（2）講演「地下水ろ過膜システム」
講師：三菱ケミカルアクア・ソリューションズ株式会社 ウェルシィ事業部 地下水営業部　金子 栄二 様

近年、日本各地で自然災害が多発しています。自然災害の一つである地震は、地震
調査委員会が今後 30 年以内の地震発生確率を公表していますが、実際には低確率地
域でも大地震が発生し、どの地域でも起きる可能性があるとされています。このよう
な自然災害リスクが高まる中で、「事業継続（BCP）」「社会貢献」「環境保全（SDGs）」
の観点から、安定した水資源の確保手段として地下水活用の講演を頂きました。

一般的に水供給は、浄水場から各家庭や施設へ送水されますが、同社が提案するシ
ステムは、敷地内で取水した地下水を高度な膜で処理し、浄水場からの送水とブレン
ドすることで一定量の供給水を確保し、災害時でも断水しにくいシステムを実現して
います。このシステムはすでに病院や介護施設、商業施設、工場、自治体などに導入されていて、浄水と地下
水を供給することで、長期間の断水を予防し、災害時も一定量の水を確保することで役立っているとのことで
した。また、通常時のシステム管理にはクラウドを活用し、水質管理や保守・保全もリモートで行い、使用者
の負担を軽減しながら、安定した運用を行えるとのことです。安心で持続可能な水供給のために、この地下水
活用システムは効果的な対策となりえるとのことでした。

定時総会　シンポジウム１日目

石井 宏幸 様

金子 栄二 様
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（3）講演「サスティナブルな社会」
講師：WOTA株式会社 執行役員 渉外統括　越智 浩樹 様

水問題の解決に向けて、上下水道システムだけでは対応が難しいと考え、新たな水
循環システムの開発に取り組んでおり、特に、災害対策や人口減少が進む過疎地域で
の水確保に有効と考えられる小型分散型の水再生システムの講演を頂きました。

災害時の水確保は重要なライフラインのひとつであり、迅速な復旧が求められるが、
現実には復旧までに相応の時間がかかることが多い状況となっている。災害時は、飲
料水だけでなく、生活用水や下水道の復旧もライフラインとして重要で見過ごされが
ちであることを指摘されていた。また、災害時でなくとも過疎地域では、上下水道の
維持管理が困難になりつつあり、破損配管からの漏水による水質汚染が懸念されるな
ど、問題が表面化しつつあるとのことでした。こうした課題を解決するために、一般家庭からの生活排水を回
収・再利用する小規模分散型の水循環システムを開発し、自治体と連携して実証実験を進め評価をしていると
の事でした。

この活動は、中小企業イノベーション創出推進事業にも採択され、また、『骨太の方針 2024』にも水循環
型シャワーが採用されるなど、今後のさらなる展開が期待されています。

（4）講演「航空管制と安全そして未来のソラ」
講師：桜美林大学 航空・マネジメント学群特任教授 元中部国際空港長　井ノ口 寛 様

日本における定期航空便の歴史は、1919 年に郵便飛行が開始されたところから始
まります。現在、日本の航空業界は国際標準に基づいた運営が行われており、航空運
用での重要な航空管制と、未来のソラの講演を頂きました。

航空業界は、航空管制が極めて重要な役割を果たしていて、航空管制を担う航空管
制官は、空域内の安全な飛行を確保するためにパイロットへ適切な指示を出し、多岐
にわたる管理業務を行っている。今年初めに発生した羽田空港の事故は、国際基準に
基づいた運用にもかかわらず発生してしまったが、安全管理と航空管制のさらなる対
応強化が求められているとのことです。安全管理は、安全性向上のためのヒューマン
インザループ（HITL ※）対応を含めて確認しており、航空管制は、ヒューマンエラーを防ぐための再発防止
策が講じられ、必要なコストを惜しまない姿勢での対応、対策をしているとのことです。

そして、未来のソラとして、世界各国で空飛ぶクルマの開発が進められており、大阪万博でのデモ飛行の実
現や、空飛ぶクルマの導入を希望する自治体が検討を始めているとの事でした。また、東京とニューヨーク間
を約 2 時間で移動可能とする「サブオービタル（弾丸）飛行」を実現したく検討をしているとのことでした。
実現すると航空管制の役割が大幅に拡大、重要性が増すと共に、未来の交通システムにおいて不可欠な存在と
なるだろうとのことでした。

日本の航空業界は、今後も発展し続け、航空管制の進化によって新たな空の安全が築かれていくことが期待
されています。

※：「HITL」とは機械任せにせず、あえて人が介入することでリスクを許容可能なレベルまで引き下げること。

〈株式会社ニシヤマ　福島 達生〉

越智 浩樹 様

井ノ口 寛 様
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定時総会　懇親会

日　　時：	2024 年 10 月 23 日（水）　18：00 ～ 20：00

場　　所：	DDSK サイゴン キッチン

1 日目のシンポジウムを終え、芝浦工大豊洲キャンパスから徒歩 5 分ほどにある豊洲キュービックガーデンま

で皆でぞろぞろと向かった。とは言っても全員の足並みが揃うわけもなく、話に夢中でなかなか足が進まない人

や早く飲みたくて早足になる人など様々。それでも時間までには全員無事お店に到着した。

今回の懇親会会場は、豊洲の Asian Resort DDSK サイゴン キッチンというエスニック料理店である。店の

2/3 くらいのスペースを借りての立食パーティーだったのだが、テーブルや椅子が備え付けのため通路が狭く、

全員入ったら大混雑のカオス状態に！そんなカオス状態でも冷静な長岡会長の乾杯発声でスタートした。

これまでの懇親会であれば何人もがスピーチをした（させられた？）のだが、今回は何もなくひたすら飲んで

騒ぐ懇親会となった。皆の行動は人それぞれ、最初から椅子に座ってじっくり飲む人もいれば、お酒や料理を求

めてずっとウロウロしている人、挨拶回りしたいけど人ごみでうまく進めず困っている人・・・等々。そんな楽

しい会もあっという間に時間が過ぎ、細谷代表幹事の中締めでお開きになった。その後は店に残って二次会する

人を残し、地下鉄あるいはゆりかもめの駅を目指し散会していった。

〈メルテックス株式会社　初川 拓朗〉

懇親風景 エスニック料理が並ぶ店内 会場のサイゴン キッチン
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定時総会　シンポジウム2日目

前日に引き続き、シンポジウムの講演が 2 件行われた。

（5）生物処理におけるGHGsの発生制御 ― 硝化反応からの試み
講師：芝浦工業大学工学部水圏生体工学研究室 准教授　李　沁潼 氏

世界中で大きな問題となっている地球温暖化の一因として、排水負荷を受けている
水域からの GHGs（温室効果ガス）放出がある。排水処理から放出される GHGs は
主に CO2（二酸化炭素）、N2O（亜酸化窒素）、CH4（メタン）である。同研究では
温室効果が二酸化炭素の実に 300 倍と言われる亜酸化窒素に注目した。亜酸化窒素
は排水処理における硝化・脱窒過程に由来するため、硝化過程に着目し削減策の確立
の検討を行った。硝化には一般的に AOB（硝化微生物）が関与するが、同研究室で
は新たな硝化菌であるコマモックス菌を発見した。コマモックス菌は従来の AOB と
比べて NOR 遺伝子が欠損しているため亜硝酸の生成が少なく、アンモニアを直接硝
酸まで硝化することを発見した。同研究室では標準活性汚泥法の返送汚泥を種菌とし生物膜にコマモックス菌
を集積することに成功している。現在の研究室の取り組みについてもいくつか御紹介いただいたが、その内容
は論文発表前のものも含むということであり、ここでは割愛させていただく。

（6）排水処理に向けた無機系膜蒸留膜の開発
講師：芝浦工業大学工学部分離システム工学研究室 教授　野村 幹弘 氏

排水処理で水分、有機溶媒、塩を分離するために蒸留法が用いられている。ここに
疎水性の膜を使うことにより水分を分離すれば、より効率的に有機溶媒や塩を分離回
収できる。そのアイデアを実現化するため、同研究室では、MOR 膜と多孔質膜の研
究を行っている。

MOR 膜を合成するために、種（シード）サイズを変化させて検討を行った結果、
シードサイズを小さくすることによって緻密な膜を得ることができた。ただし一般的
な FAU 膜と異なり、小さなシードサイズで合成した膜は 1 層では十分な分離性能は
得られず、分離性能を得るためには 10 層が必要であった。

ポーラス膜の検討ではいくつかのアルキル鎖、反応剤、フッ素系修飾物の検討を行っている。検討の結果、
アルキル鎖が長く膜厚が厚いものほど反応性は良くなり、分離性や耐酸性も向上した。

〈メルテックス株式会社　初川 拓朗〉

李 沁潼 様

野村 幹弘 様
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定時総会　シンポジウム2024　2日目見学会

日　　時：	2024 年 10 月 24 日（木）　13 時 00 分～ 16 時 30 分

場　　所：	防災体験学習施設 そなエリア東京（参加 24名）／豊洲エネルギーセンター（参加 11名）

そなエリア東京では、地震災害後の支援の少ない時間を生き抜く知恵を学ぶ防災体験学習「東京直下
72hTOUR」を体験してきました。ツアーはエレベーターで 1F へ降りている最中に地震が発生したという設
定で、照明が暗くなり、1F へ到着してエレベーターの扉が開いてからスタートとなりました。参加者は震災
後を再現した実物大のジオラマの中を回りながら、タブレットに出題される防災に関するクイズに挑んでおり
ました。

崩れかけた建物や緊急地震速報の音などはとても臨場感があり、このような環境で学んだ知識は決して忘れ
ることなく、「もしも」のときに活かされるのではないでしょうか。2024 年も災害の多い年でしたが、ツアー
に参加したことで震災後にどのように動けばよいのか、またその際に注意しなければならないことを学ぶこと
ができ、災害への備えを見直す良いきっかけになったのではと感じました。

そなエリア 体験学習中の様子

はじめに三井不動産 TG スマートエナジーの方より、豊洲エネルギーセンターについてビデオを用いてご説
明いただきました。同センターはガスエンジン発電機で得られた電力以外にも、発電時に発生した蒸気を利用
して冷水と温水を作るため、76% という高いエネルギー効率を達成しているとのことでした。災害などで系統

電力が停電した際も、災害に強い中圧ガスを用いて発電を継
続することで、近隣オフィスや一時避難スペースへのエネ
ルギー供給が可能となり、同センターは豊洲地区における
BCP の要と言えるのではないでしょうか。

続いては実際に同センターのプラントを見学しました。
都会のビルの中にあるとは思えない巨大な発電機を目の当
たりにし、参加者一同、大変驚かれておりました。このよ
うなインフラ施設が周辺エリアの防災力を向上させ、街の
価値を一層高くしていくことを見学会を通じて体感するこ
とができました。

〈日本リファイン株式会社 東京営業部　佐藤 貴寛〉豊洲エネルギーセンターのあるビルの前にて
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第 8 回 LFPI フェスティバル・産学交流会

テ ー マ：	金融リテラシーセミナー＆社会人と学生の交流会　一緒に学ぼう！お金の話。

日　　時：	2024 年 12 月 3 日（火）　13 時 00 分～ 17 時 30 分　　交流会：18 時 00 分～ 20 時 00 分

場　　所：	リファインホールディングス株式会社東京本社　会議室

参 加 者：	30 名

【目 的】

本交流会の目的は、「お金の基礎知識から未来の生活設計まで」をテーマに、外部の専門家から将来に役立

つ金融リテラシーを楽しく学ぶことです。また、ワークショップでは学生と社会人が意見交換を行い、将来設
計について共に考える機会を提供するとともに、親睦を深めます。

これらを通じて参加学生に対して会員企業の業界情報を提供する場を設けることを目指します。

【内 容】

参加企業説明会（13：00 ～ 14：00）
学生と企業の交流の前に参加企業紹介を実施しました。以下が参加企業です。
●	NGK フィルテック株式会社
●	大塚実業株式会社
●	伸栄化学産業株式会社
●	株式会社トーケミ
●	株式会社ニシヤマ
●	富士フィルター工業株式会社
●	リファインホールディングス株式会社

前説 会社説明
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講演会＆ワークショップ（14：00 ～ 17：00）
講師：J-FLEC（金融経済教育推進機構）　藤井　理 先生

講義内容：金融リテラシー
今回講義をお願いした J-FLEC とは、金融経済教育を推進するため、法律に基づいて設立された認可法人です。

幅広い年齢層に向けて、一人ひとりのニーズにこたえた金融経済教育の機会を届けることを目的としています。
今回の講義では、学生と社会人とで学びあえる内容をお話しいただきました。身近なところでは、家計簿や生
活設計（ライフプランニング）、セカンドライフへの準備のお話。専門的なところでは、資産運用の魅力につい
てお話しいただきました。

ワークショップでは、「個々の支出の振り返り」「ライフイベントとキャッシュフロー作成」をテーマに意見交
換を行いました。

夢多き学生と現実を知る社会人とでは、生活設計は大きく違いました。学生さんは、夢をかなえるための人生
設計を見直すきっかけになったようです。また、学生さんの夢を応援するアドバイスもありグループごとにとて
も盛り上がり有意義な時間を過ごすことができました。

その後、グループごとにワークショップでの意見交換の内容を発表しました。今回のテーマ「金融」は誰しも
必要で身近でありながら他人に聞きにくい内容です。講義により、興味・関心が一層高まり、ワークショップで
充実したディスカッションができた報告が多く寄せられました。

懇親会（17：30 ～ 19：30）
場所を変えての懇親会はとても盛り上がりました。講師の藤井先生もご参加いただき、ご自身の資産運用、

投資に関する情報をプロの視点からお話くださいました。

【所 感】

テーマである「金融リテラシー」について、難しいと感じたり、どこから学べばよいか？という取り組み

にくい印象があるようです。しかし、とても身近なお金にかかわる大事なお話でした。これらの学びについて、
国が教育の機会を提供していることからも、その重要性を理解し、学びを深めることはそれぞれが経済的に自
立して、良い暮らしを送るための第一歩だと思います。

我々が得た知識は今後広めていく努力が必要だと感じました。

〈伸栄化学産業株式会社　鈴木こずえ〉

講義 ワークショップ
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私はこれまで、凝集、沈殿、
砂ろ過といった伝統的浄水
処理に用いられる固液分離
の研究に多く携わってきた。
学生時代にご指導いただい
た先生方の専門分野が「フ
ロック形成」と「砂ろ過」で、
偶然にも急速ろ過システム

を構成する複数の主要プロセスについて深く学ぶ機
会を得たことがそもそものきっかけである。

急速砂ろ過は国内計画浄水量の約 80％を占め、
わが国における浄水処理の根幹を成している。基本
的な構成こそ昔から大きく変わることはないが、実
は、原水水質の急変や濁度管理の厳格化といった新
たな要求に対応するため、理論的根拠に基づく合理
的な改変が継続的に行われている。

中でも処理性を大きく左右する凝集剤開発はこの
20〜30 年で大きな進展を遂げ、残留毒性に配慮し
つつ集塊力の高い無機凝集剤や有機高分子凝集剤が
色々と考案されてきた。私の研究室では、こうした
新規の浄水用薬剤を効果的に用いることで、既存の
急速ろ過システムの機能強化を図るとともに、強力
な凝集剤の使用を前提とした高機能型ろ過システム
の合理設計などを念頭に置いて研究を行っている。

低濁度原水を対象とした凝集＋砂ろ過の研究 1）で
は、GAC 処理水のように凝集性粒子をほとんど含
まない原水が流入する砂ろ過施設において、PACl
注入後に適切な撹拌を行えば、ろ層内に高密なアル
ミニウム集積層が形成され、突発的に流入する非凝
集性粒子の阻止効果が飛躍的に向上することを実証
した。これは、砂ろ過層が有する固液分離の最終バ
リアとしての機能を示唆するもので、その効果を発
揮するための操作要件が明らかとなった。

また、アクリル酸ナトリウムを主原料とする有機
高分子凝集剤の研究 2）では、淀川表流水を対象に沈
降速度の向上や撹拌強化による処理性改善などにつ

私の研究内容� 大阪工業大学工学部 環境工学科　笠原 伸介

研究室で稼働している砂ろ過筒

いて評価した。強力な補強効果を持つ高分子凝集剤
は、フロック沈降性の向上やろ過水質の安定化に寄
与する反面、ろ層閉塞の促進やろ層洗浄を妨げる要
因ともなり、その使用に当たっては、ろ層内抑留機
構はもとより、各種洗浄工程における濁質の剥離・
排出現象を十分に理解し、設計諸元の最適化を図る
べきと考える。水道水の安全性を担保するうえで固
液分離のレベルアップは必須であり、高分子凝集剤
を組み入れたろ過システムは、ハイスペックな「膜
ろ過」と伝統的な「砂ろ過」の間を補完する第三の
選択肢として、その可能性に注目している。

1）	中川俊志・笠原伸介：低濁度原水の砂ろ過における薬
注後の撹拌制御に関する研究，第 54 回日本水環境学
会年会講演集，pp.252，2020.3

2）	南谷真人・笠原伸介・林 益啓・永井将貴・森 康輔：
アクリルアミド非含有高分子凝集剤による淀川表流水
の凝集沈澱向上効果，令和六年度全国会議（水道研究
発表会）講演集，pp.384-385，2024.10
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委員会活動レポート

SDGs 研究委員会参加イベント：第 29 回 ｢ 青少年のための科学の祭典 ｣ 京都大会

日　　程：	2024 年 11 月 9 日（土）～ 10 日（日）

場　　所：	京都市青少年科学センター

参加委員：	9 名

【初参戦】青少年のための科学の祭典
青少年のための科学の祭典とは、高校生の部活動や大学のサークル、企業や学術団体など様々なグループが

実験や工作を持ち寄り、来場者に科学を楽しんでもらうイベントです。現在、青少年の科学技術離れ（理科嫌
い）が進んでいる背景を踏まえて、科学に興味を持ってもらおうと「公益財団法人日本科学技術振興財団」様
が開催されています。

SDGs 研究委員会の委員会目的の 1 つは、【LFPI で SDGs 活動を実施する】こと。「このイベントは LFPI
の活動を PR するのにぴったりなのでは！？」と委員メンバーからの提案でこのイベントに参戦することにし
ました。

透明に変わる！ライトが光る！水の不思議な実験
イベントでの出し物を検討する中で、委員メンバーのユニチカさん、安積

濾紙さんから素材を提供いただき、2 つの実験を行うことに決めました。

実験 1　「絵の具で色を付けた色水を中空糸膜に通して透明にするろ過の実験」

実験 2　「金属の板と濾紙を重ねて作る簡単な電池の実験」

イベント結果
2 日間にわたりイベントに参加しました。天気は両日晴れで申し分なし。
イベントの結果は…。

2 日間合計の内訳	 （人）

男　子 女　子 男　性 女　性

11 月 9 日 45 62 15 30

11 月 10 日 37 69 9 26

合　　計 82 131 24 56

LFPI のブースは 2 日間合計で 293 人もの人に来場していただき、大盛況でした。
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来場者の反応
反応①：その感動、久々に共感しました

ある小学 2 年生の女の子がブースに来てくれましたが、緊張し
ているのか黙ったままうつむいていました。「水をきれいにする
実験を一緒にやってくれる？」と聞くとコクリとうなずいてくれ
たので、実験開始。「このひもね、不思議なひもなんだよ」と色
水の入ったシリンジを渡して、押子を押してもらいました。透明
な水がポタポタと中空糸膜から出てくるのを見て、女の子が大き
な声で一言。「え、なんで！すごい！」その感動、しばらく忘れ
ていたかもしれない。そこから女の子は終始笑顔で実験をしてく
ださり、持ち帰りのライトを嬉しそうにお母さんに見せている姿
を見て、すごくほっこりしました。

反応②：今時そうなんだけど、そうじゃないと思った出来事
小学 4 年生の男の子。お返事が全て「です・ます」だったので、

しっかりしているなというのが第一印象でした。水で光るライト
の実験中、男の子からのコメント「これ、向こう（のブース）でやっ
ているフルーツ電池と同じですね。」学校で勉強したのか聞くと、

「YouTube で見たことあります。」確かに、今時は YouTube で
何でも勉強できてしまうなと思っていると、さらに男の子から「で
も、触ったことなかったから楽しいです」と。実際触ってみて学
ぶことがたくさんあると、私も改めて勉強になりました。

ぜひ、SDGs 研究委員会で一緒に活動しましょう！
「青少年のための科学の祭典」は、未来の科学者たちと触れ合えた本当に素晴らしいイベントであり、水の

浄化に取り組んでいる LFPI の活動を PR をすることができました。SDGs 研究委員会ではこのようなイベン
トに参加したり、もう一つの目的である【SDGs を楽しく学び、各企業で活用する】ための勉強会や講演会な
どを行ったりしております。

若手社員から経営の方まで老若男女の委員メンバーですので、ぜひ、ご興味がある方はご参加ください。

〈株式会社トーケミ　西澤 璃沙〉

このたび、SDGs 研究委員会より活動記事をご寄稿いただき掲載しました。ニュースレターでは、
各委員会の皆様のご活動、宣伝したいこと、先のイベントの告知など、どんなことでもご寄稿いただけ
れば積極的に掲載いたします。

ご寄稿・ご相談などがございましたら、事務局へご一報下さい。皆様の日々の活動の一助となれまし
たら幸いです。� （広報委員会）
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企業紹介   野村マイクロ・サイエンス株式会社

フィルター販売会社としてスタート
当社は 1969 年に米国のゼネラル・エレクトリック社が開発したニュクリポアー・メンブレンフィルターの

販売を目的に創業しました。

水処理システムエンジニアリング分野へ進出
1974 年から膜分離、イオン交換技術を活用し、水中の不純物を除去した限りなく純度 100% に近づけた「超

純水」を製造する水処理システムエンジニアリング分野に進出しております。1980 年代から韓国・台湾市場

に進出し、海外市場（アジア地域）で強固な事業基盤を構築しながら、半世紀以上にわたり、半導体や医薬品

などの製造過程で欠かすことができない「超純水」を作りだす装置を提供してまいりました。現在、売上に占

める水処理装置事業の割合は 96% に及び、経営資源の多くを「超純水」に集中していることが当社の特長です。

環境対策の取り組み
水資源を有効活用する上で新技術（機能水製造装置・ノンケミカル型装置）、水の再利用も重要なポイント

となりますので、新事業（排水回収等）を強化しております。産学官連携により、各工程で洗浄方法を見直し

節水する研究も進行中です。

当社は高度な技術とサービスを顧客に提供し、ベストパートナーとして共に経済的価値と同時に社会的価値

を創造するサスティナビリティ経営を実行する会社を目指します。

（野村マイクロ・サイエンス株式会社　人材開発室　小野　賢）

本社 EDI ユニット
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弊社は 1961 年の創業以来、水溶性高分子凝集剤の製造と販売を専門とする企業です。

主力製品である「ハイモロック」は、水処理における高分子凝集剤として広く使用されている他、製紙の内

添薬剤としても使用されています。

高分子凝集剤は、水中の微細な粒子を集め大きな塊（フロック）にする役割を持っており、容易に固液分離

ができるようになります。製品形態は、粉体品、液体品（エマルジョン品、ディスパージョン品、ペースト品）

を揃えており、ユーザーの要望に応じた商品を提供しています。特にディスパージョンは弊社が世界で初めて

製品化し、欧米の高分子凝集剤メーカーへ技術ライセンスを供与しました。近年では、欧州で環境負荷の低い

高機能な凝集剤として注目を集め、ニーズが増えています。

また水処理、製紙分野用途以外にも、土木現場での泥土改質剤や生化学の分析で使用される電気泳動ゲルの

製造販売も行っています。水処理関連はもちろん、水処理以外でも「凝集」でお困りの際は、お気軽にご相談

ください。また、水溶性高分子の可能性を広げたいと考え、日々研究開発を行っています。

色々なイベントに参加し LFPI 会員の皆様と親交を深めつつ、可能であればコラボレーションして、新たな

価値を創造したいと考えております。今後ともよろしくお願いいたします。

〈湘南研究センター　米倉　温〉

企業紹介   ハイモ株式会社

ディスパージョン原液： 
ハイモロック E シリーズ 凝集剤の効果：懸濁液の固液分離
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　　技術委員のつぶやき話（その59）
関西金網株式会社　石川　敏

身近な流体現象
液体清澄化に関わる以上、流体に関する学習は避けて通れません。そこで技術委員会では、初学者を対象と

した技術者養成セミナーで定期的に流体力学の講座を開催しています。数式がたくさん出てくるため「難しかっ
た」という声が多いのですが、鉛筆を片手にテキストの数式を自ら解いていけば必ず理解は深まりますので、
根気強く学習を続けていただければ幸いです。

学習にあたっての最大のモチベーションは、現象への興味です。その一助となるべく、106 号の株式会社トー
ケミ 湧川委員のつぶやき話に続いて、身近で興味深い流体現象についてお話しします。カルマン渦です。

今から 10 年ほど前になりますが、小学生だった私の子供がサッカーに夢中で無回転シュートに興味をもち
ました。なぜブレるのか？　ご存じの方も多いと思いますが、ボールの後ろにカルマン渦ができるからです。
そこで夏休みの自由課題でこの話題を取り上げ、作ったカルマン渦が写真のものです。

洗面所のシンクに水を張り、牛乳を少し垂らして水を白くします。そして直径 5mm ほどの木の棒の先に墨
汁を付けて、その棒を水面で一定の速さで動かします。すると、棒の後ろ側（流れの下流側）で左右交互に渦
ができます（写真 1 ～ 3）。棒を動かす速度が遅すぎると渦はできません。渦ができる最小速度は流体の物性
や物体の大きさによって異なりますが、これらのパラメータを無次元化してレイノルズ数 Re で表現すると、
Re が 50 程度以上でないとカルマン渦はできないことが知られています。

カルマン渦という名前は、1911 年にハンガリーの航空工学者であるカルマンが、この渦ができる理由を解
明したことに由来します（Kármán, 1911）。近年ではノートパソコンでもカルマン渦を数値解析により再現で
きるようになりましたが、100 年以上も前に解明したとは驚きですね。ネット上では今回紹介した以外の実験
方法も多数紹介されており、上手くやればもっと綺麗な渦ができると思います。ご興味のある方は、ぜひトラ
イしてみてください。

写真１ 写真 2 写真 3

参考文献
Kármán, Th. von. "Ueber den Mechanismus des Widerstandes, den ein bewegter Körper in einer Flüssigkeit erfährt."
Nachrichten von der Gesellschaft der Wissenschaften zu Göttingen, Mathematisch-Physikalische Klasse 1911 (1911): 509-517.
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広報委員会がちょっと調べてみました
情報アレコレ

）（ 人気アニメに見る珍しい苗字
第36回

私は子供の頃より苗字というものに興味がありました。
というのも私の苗字は一見珍しくなさそうでありながら、
この歳まで親戚以外の同じ苗字の方に出会ったことが無
いからです。ネットで検索すると私の苗字は全国 13978
位でおよそ 410 人しかいないそうです。由来は様々あっ
て飛鳥時代に天智天皇から賜ったとか、室町時代の落ち
武者だったとか、何がホントかわかりません。ただ家族
のルーツとしては、江戸時代後期に駿府城の御用商人だっ
たと聞かされております。

近年、一世を風靡した大人気アニメ「鬼滅の刃」の登
場人物は極めて難しく珍しい苗字が並んでいます。本当
にこんな苗字がいるのか？ちょっと調べたくなり、主人
公と主な登場人物の苗字について調べてみました。

主人公：竈門（かまど） 炭治郎
竈門という苗字は全国 88939 位でおよそ 10 人しかい

ないそうです。しかもその 10 人全員が兵庫県にお住い
のとのことです。そもそも竈門とは火の神を祀る聖なる
ところという意味だそうです。

主人公と鬼殺隊同期生：我妻（あがつま） 善逸
我妻という苗字は全国 1028 位でおよそ 17300 人いる

そうです。元仙台藩士族の姓らしく、現在でも宮城県、
山形県、福島県に多く住まわれているようです。

主人公と鬼殺隊同期生：嘴平（はしびら） 伊之助
嘴平という苗字は現在いないようです。鬼滅の刃は時

代設定が大正時代ですのでその頃はいらっしゃったのか
もしれません。

水柱：冨岡（とみおか） 義勇
冨岡という苗字は全国 1831 位でおよそ 8300 人いる

そうです。その由来は古く清和源氏時代からある姓のよ
うで、現在では全国に見られる苗字です。

蟲柱：胡蝶（こちょう） しのぶ
意外なことにこの苗字の方はいないようです。ただ女

の子の名として使われることは多いようです。

炎柱：煉獄（れんごく） 杏寿郎
この苗字もいませんでした。ちなみに煉獄とは死後に

魂が罪の浄化を受ける所だそうです。

音柱：宇髄（うずい） 天元
この苗字もいませんでした。髄の骨へんをこざとへん

にした宇随であれば全国 41549 位でおよそ 60 人いるよ
うです。

恋柱：甘露寺（かんろじ） 蜜璃
甘露寺という苗字は全国 46086 位でおよそ 50 人いる

そうです。飛鳥時代に甘露寺家という公家がいたことが
由来の様で、現在では東京都、神奈川県、静岡県に見ら
れる姓です。

岩柱：悲鳴嶼（ひめじま） 行冥
この苗字もいませんでした。流石に悲鳴嶼という苗字

は作者の創作かもしれません。

霞柱：時透（ときとう） 無一郎
意外なことに時透という苗字はいませんでした。同じ

読みでも時任であれば全国 4207 位でした。

蛇柱：伊黒（いぐろ） 小芭内
伊黒という苗字は全国 21699 位でおよそ 190 人いる

そうです。由来はわかりませんでしたが、主に東京都、
宮崎県、千葉県に見られる姓のようです。

風柱：不死川（しなずがわ） 実弥
不死川という苗字は全国 76412 位でおよそ 20 人いる

そうです。浄土宗本願寺派の僧に見られる寺院の姓で、
現在は大阪府と奈良県に見られます。

鬼殺隊当主：産屋敷（うぶやしき） 耀哉
なんとこの苗字も現代にいました。全国 22231 位でお

よそ 180 人いるそうです。由来はわかりませんが、現在
半分以上の約 100 人が三重県にお住まいだそうです。

鬼の始祖（ラスボス）：鬼舞辻（きぶつじ） 無惨
これもいませんでした。まあ鬼ですし、人では無いで

すからね。

そもそも苗字は日本に文字が伝わった 1500 ～ 1600
年前頃に、支配身分を表す文字として始まったと言われ
ています。それが血族集団を表す「氏」となり、その後
は血族集団にランクを付けて称号を与えるときに用いた
のが「姓」とされています。これが「苗字」という名称
に変化したのは明治 8 年に発布された「苗字必称令」が
きっかけです。このときから国民全員が苗字を持つよう
になりました。今では苗字の数は 30 万とも言われてい
ます。皆様も御自分の苗字の由来や家族のルーツなど調
べてみてはいかがでしょうか？もしかしたら凄い偉人が
御先祖様かもしれません。

〈メルテックス株式会社　初川 拓朗〉
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当社は、調製・減菌・洗浄・制御を中核とする流体処理技術と分離・精製・濃縮工程を中核とする膜分離技

術を融合させたプロセスエンジニアリング会社です。

私は、膜分離を用いた装置の設計・施工管理を担当しております。もともと大学で膜分離をテーマに研究を

行っており、その知識を活かせると思い入社したのですが、大学で扱っていた装置と工業用途の膜分離装置と

では規模も装置の構成も全く異なり、入社後すぐに自分の知識不足を思い知らされました。新たに覚えなけれ

ばならないことが多く、入社してしばらくは、お客様や OJT 担当の先輩に迷惑をかけ、「この仕事に向いてい

ないのではないか」と思いながら仕事していたことを覚えています。それでも、設計・製作した装置が稼働し

ているところを見ると、担当してよかったととてもやりがいを感じます。

最近は主担当として複数の装置を担当しており、同時並行で仕事を進めなければならないため、『細かいこ

とでもやることを記載する』『やることに優先順位をつける』という２つのルールを自分で決めて仕事を進め

るようにしています。

現場が重なると仕事が忙しくなりますが、忙しい時こそ息抜きとしてプライベートの時間を大切にしていま

す。最近は、趣味の釣りが高じて小型船舶免許を取得しました。

まだ半人前のエンジニアですが、この会社でより経験を積み、一人前のエンジニアとして、会社に貢献でき

るよう、日々精進したいと思います。

  私たちも頑張ってます！  ～若手社員の仕事風景～

迷惑をかけながら少しずつ…

岩井ファルマテック株式会社

エンジニアリンググループ　新堀 和馬
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当社では、様々な業界のお客様ニーズに合わせた濾過器全般の特注対応を行っており、私は２D CAD ソフ

トウェアを利用し、カートリッジフィルターに使用される濾過器製品の設計製図を担当しています。

現在の部署に配属される以前はフィルター製品の開発業務を行っていたため、機械設計に必要な知識やスキ

ルが乏しく、文字通り 0 からのスタートであり、顧客ニーズに応えるために基礎から勉強する必要がありま

した。また、経験値の無さを補うためにはまず業務を効率良く行う方法を考察し、アウトプットすることだと

いう考えのもと、時間の有効的な使い方を意識して日々の業務にも取り組んでいます。

具体的には業務フローの整理や必要性の確認、図面のテンプレートを作成して「0」からではなく「1」か

らの製図ができるような環境を作るなど、時間の使い方 1 つにせよ現状に満足せず改善を重ねるような創意

工夫を心掛けています。

とはいえ、基礎知識が不足していることでお客様や営業担当からの問い合わせに明確な回答ができないこと

もあるため、業務の隙間時間に少しずつ勉強する時間を設けて知識を蓄えるなど、日々成長できるようにも努

めています。

お客様のニーズに合わせた製品の特注対応には、情報の共有やコミュニケーションが非常に重要であると実

感しています。

これからも私は、お客様がどのような実液をどのような環境で濾過されるのかを把握し、そのイメージをそ

のまま製図できるような「100 の知識を持つ設計者」を目指していきたいと考えています。

  私たちも頑張ってます！  ～若手社員の仕事風景～

濾過器製品に関する
設計製図のプロを目指して、
「0」から「100」へ

東洋濾紙株式会社

新潟工場 濾過器グループ 設計ユニット　五十嵐 直樹
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特別連載企画   古希の気ままな世界一周一人旅 （その5）

2020 年 3 月訪沖を計画していましたがはやり病で中止、改めて 2024 年 4 月沖縄を訪れました。この
目的の一つ、ジョン万次郎日本上陸の地を訪ね世界一周一人旅の結願にしたいと考えていたからです。

ジョン万次郎上陸の地には彼の故郷（現在高知県土佐清水市中浜）に向かって指をさすモニュメントが
建てられていました。また、この場所は東側崖上に摩文仁地区がありそこには平和祈念公園があるそのよ
うな場所でもありました。ジョン万次郎が死を覚悟で帰国（当時は琉球国）したのは 1851 年でした。ホ
イットフィールド船長とともに捕鯨船に乗って世界を 2 周した彼は、望郷の念に合わせて、いわゆる鎖国
からの島国根性を洗濯し、世界は広く「いとおかしき」ことを日本の人々に伝えかたったのかもしれませ
ん。このことは河田小龍をとおして坂本龍馬の攘夷思想を変えたともいわれています。

ただ、万次郎上陸から 100 年近く後、この場所が沖縄の悲惨な激戦の地になることを歴史の綾として
捉えるだけではいけないように思います。

ジョン万次郎上陸の地（海岸線左中） ジョン万次郎モニュメント

地球という同じ所で同じ時を共にしていることに思いを馳せながら寄稿させていただきました。「百聞
は一見に如かず」そして「百見は一行に如かず」と続くそうです。「行」の一つは「行く」ことかもしれ
ません。今回の「旅」で訪れた場所は、長年の思いの中の限られた範囲でしたが「いとおかしき」ことを
感じて知るよい一巡りでした。
「旅」は、写真などの助けを借りながらつたなくても文字にして綴っておくとより明確な記憶や記録と

して残ります。そして、土佐の「おきゃく」の場で「旅」の風景の薀蓄を思い切り捏ねられると思います。
一年間、最後までのお付き合いありがとうございました。

2025 年１月吉日

最終回
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第５回目（最終回）は、「4.5）ベトナム編」「4.6）中国編」「５. おわりに」です。

「4.5）ベトナム編」では、 ハロン湾への道すがら日本の原風景を強く感じました。 このこともあって、 日
本の原風景とシンクロさせながら「ベトナム外伝」として別に綴ることにしました。 その為本篇は写真の説明
に終わっています。 現在、「ベトナム外伝」は17,000字ほど綴りました。 あとはお天気とその日の気分次第で
すが、 今は記録代わりの随筆も日課の一つで「ベトナム外伝」の筆を置けるのはかなり先かもしれません。

「4.6）中国編」では、 過去の訪問時のことも綴っています。 そして、 最後のフライト

＜本文から・・・＞
搭乗開始、 NH980便の機内に入ると早速CAさんが挨拶に来る。 どのようなタイミングで言ったのか忘れ

てしまったが、 この一言を聞き逃さない、 さすがの気配りは素晴らしい。
「もうこれが最後のフライトなので、 できればスパーリングワインを・・・」
「最後のフライトとおっしゃいますと・・・・・」
「世界一周の最終フライト・・・」
「それは、 おめでとうございます。 何かお祝いをしなければ・・・・・」
この瞬間、 ウルッとしてしまった。
年を取ると、 少しの事にも感涙しやすい。

「５. おわりに」は、「同行二人」そして「八百万の神々」のおかげで無事旅を終えることができました。 ただ、
柿の渋は抜けても煩悩は抜けないこと、 これが「求悟旅」の結論かもしれません。

＜本文から・・・＞
もし、 再び世界一周をするのかと聞かれたら間違いなく「YES ！」という。（中略）
文中、地震やはやり病のことをところどころに綴った。寺田寅彦は「天災は忘れたころにやってくる。」といっ

た。 しかし、 今は忘れない頃合いにやってくる。「朝三暮四」の故事成語がある。 サルに餌を与えるのに、 朝
3つ夜4つというと、 サルたちは怒ったが、 朝4つ夜3つというとサルたちは喜んだという。 サルたちのあさ
はかな知恵を笑うが、 彼らの選択は正しいと思う。 貰えるものは早い方がよい、 できることは先送りしない
方がよい。 次の先送りしない世界一周、 それにはなんといっても体力・気力・感力のある健康な時間と、 はや
り病との関係だろう。

追記）2020年2月、 いつでも旅立ちができるようにパスポートを更新した。 残念なことに5年近くこのパスポート
は利用されていない。

WINTER／2025 LFPI News Letter No.110
20

日本液体清澄化技術工業会



坪内 信行
1949年（昭和24年）5月生まれ、いわゆる団塊の世代

です。LFPIには同世代の方々もおられ、酒飲みの一人と
して参加の思いが強く残ります。出身地は高知県高知市、
1972年近畿大学金属工学科卒業、東洋スクリーン工業

（株）入社、その後足掛け47年、2018年69歳で退職し
ました。2019年6月末に諸団体の委員や審議員の引継ぎ
を全て終え、間髪を入れず70ジジイの世界一周一人旅、
現在「四時閑居閑人」としてほぼ自適に過ごしています。

プロフィール代わりには「金属をアートする 七人のサ
ムライ」（打越保著）に綴っていただきました。

1998年2月「清澄化技術とISO14000」講演会（News 
Letter 3：1998年4月）の機会からでした。この年ISO 
14000sの国際会議で中小企業として意見具申をしたこと
があり、その取り組み事例としてLFPIの見学会を奈良工
場で行ったと思います。

その後、幹事会に参加をさせていただきながら、LCP
（後、環境と経済）分科会の世話役、環境とエネルギー委
員会の委員長、理事会にも参加していました。

LCP分科会での「醤油のLCA分析」の実学は合理的な
CO2 排出量の知見を得ることができ、今も地球温暖化防
止のNPO活動に生かされています。また、上記委員会メ
ンバーの協力をいただき見学講演会も開催しました。例
えば、大阪府エコタウンや八丈島の地熱発電など、そし
て青年部会では関西国際空港見学会のお手伝いをしたこ
ともありました。

退職後は特別個人会員として現在に至っています。

著者プロフィール LFPIとのかかわり

本編の続きは
LFPIホームページより

ご覧ください。

古希の気ままな世界一周一人旅
https://www.lfpi.org/business/publication/report.html
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記後集編
LFPI 会員の皆様、新年あけましておめで

とうございます。
冬になると温かいおでんが恋しくなります

が、東京出身の筆者はやはりおでんの具材にち
くわぶは欠かせません。ただどうもちくわぶっ
て奴は東京ローカルの食品の様で、東京、埼
玉、神奈川と千葉の一部でしか食されていない
とか。御存じない方のために説明すると、ちく
わぶとは竹輪を模して小麦粉をこねて茹で上げ
て作られる食品で、竹輪を一回り大きくした形
状のすいとんのようなものです。

粉もん文化の大阪人なら理解してくれるだ
ろうと大阪の友人を東京下町の老舗おでん屋
に連れて行きちくわぶを食べさせたのですが、

「茹でてくっついたパスタみたい」と一蹴され
ました。茨城の友人に至っては同じ関東人な
のに食べたことが無い、竹輪との違いが判ら
ないとまで言う始末です。じっくり煮込んだ
ちくわぶは、ブヨブヨ、モチモチ、一口嚙め
ばしっかりと染み込んだ出汁がジュワ～っと
出てきて・・・。美味しいんですよ！とにか
く美味しいんです！東京の人はみんな大好き
です！給食にも出てました！

皆様の地元にも、その土地の人はみんな大
好きだけど他の地域には受け入れられていな
い、そんな食べ物はありますか？

本年もニュースレターを御愛読いただけま
すよう宜しくお願い致します。

〈メルテックス株式会社　初川 拓朗〉

会からのお知らせ
★	「第２回LFPI関西会員交流会」のご案内
日時：�2025/2/6（木）　集合13：45 

正式参拝･摂末社巡杯･宮司講話 
14:00～17:00

会場：�枚岡神社（大阪府東大阪市出雲井町7番
16号）

“太古の聖域「枚岡神社」にて感性を磨く”
として、「元春日」と称され、由緒ある「河
内一宮 枚岡神社」で正式参拝、摂末社巡
拝、宮司講話をいただくなど盛りだくさ
んな企画です。奮ってご参加ください。

参加費：�お一人　8,000円 
（懇親会費6,000円を含む）

申込：HP又はメールにてお申し込みください。
ＨＰ：�https://www.lfpi.org/event/new/ 
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